
令和５年４月１２日 

報 道 発 表 資 料 

「今、何の病気が流行しているか！」 

(川崎市感染症発生動向調査事業－令和５年第１４週)の情報提供について 

市内の定点医療機関から提供された感染症の患者発生情報をもとに市民提供情報で

ある「今、何の病気が流行しているか！（令和５年第１４週）」を作成しましたのでお

知らせします。 

令和５年第１４週（令和５年４月３日から令和５年４月９日まで） 

第１４週で定点当たり患者報告数の多かった疾病は、１）インフルエンザ ２）感染性

胃腸炎 ３）流行性角結膜炎でした。 

インフルエンザの定点当たり患者報告数は３．５７人と前週（４．５１人）から横ばい

で、例年よりかなり高いレベルで推移しています。 

感染性胃腸炎の定点当たり患者報告数は３．４１人と前週（３．２７人）から横ばいで、

例年並みのレベルで推移しています。 

流行性角結膜炎の定点当たり患者報告数は０．７８人と前週（０．２２人）から増加し、

例年並みのレベルで推移しています。 

今週のトピックス 

“新型コロナウイルス感染症～報告数が徐々に増加しています～”について取り上げました。

川崎市における新型コロナウイルス感染症の報告数は、令和５年３月上旬以降は毎週

５００件未満で推移していましたが、第１３週（３月２７日～４月２日）に５４３件、

第１４週（４月３日～９日）に６９５件と、４月に入り徐々に増加しています。直近４

週間を、第７波及び第８波の初期と比較すると、１０歳未満の小児及び１０歳代の割合

は減少していますが、６０歳以上は第７波の９．８％から２０．０％まで増加していま

す。特に６０歳代では、第７波の４．８％、第８波の５．６％から１０．０％と大きく

増加しました。 

４月末からの大型連休に向けて旅行や帰省等を計画されている方は、体調が悪い場合

には無理をしないようにしましょう。また、咳や鼻汁など呼吸器症状がある場合は、飛

沫感染を防ぐためにもマスクの着用をお願いします。 

川崎市感染症発生動向調査事業では、感染症のまん延の防止と市民の健康の保持に寄与するべく、市

内の定点医療機関（小児科定点３７施設、インフルエンザ定点６１施設、眼科定点９施設、基幹定点２

施設）等から報告された感染症発生状況をもとに集計を行い、市内の感染症の発生状況の正確な把握と

分析、市民や医療関係者への情報の提供を行っています。

連絡先 川崎市健康福祉局保健医療政策部感染症対策担当 小田 

電話０４４（２００）２４４６ 

川崎市健康安全研究所 三﨑 

電話０４４（２７６）８２５０



【感染症発生動向調査事業から】
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 川崎市における新型コロナウイルス感染症の報告数は、令和５年３月上旬以
降は毎週５００件未満で推移していましたが、第１３週（３月２７日～４月２
日）に５４３件、第１４週（４月３日～９日）に６９５件と、４月に入り徐々
に増加しています。直近４週間を、第７波及び第８波の初期と比較すると、１０
歳未満の小児及び１０歳代の割合は減少していますが、６０歳以上は第７波の
９．８％から２０．０％まで増加しています。特に６０歳代では、第７波の
４．８％、第８波の５．６％から１０．０％と大きく増加しました。 
４月末からの大型連休に向けて旅行や帰省等を計画されている方は、体調が
悪い場合には無理をしないようにしましょう。また、咳や鼻汁など呼吸器症状
がある場合は、飛沫感染を防ぐためにもマスクの着用をお願いします。 

今、何の病気が流行しているか！

第１４週報告数第１位 新型コロナウイルス感染症～報告数が徐々に増加しています～ 

第１４週報告数第３位 

第１４週報告数第２位 

発行 川崎市健康安全研究所・健康福祉局保健医療政策部感染症対策担当・ 
各区役所地域みまもり支援センター（福祉事務所・保健所支所） 

令和５年４月１１日作成 （問合せ先）０４４－２７６－８２５０

川崎市における新型コロナウイルス感染症 
年齢階級別発生状況の時期による比較 

川崎市における新型コロナウイルス感染症
診断週別発生状況-令和４年第１週～令和５年第１４週- 

令和５年４月１１日９時時点の新型コロナウイルス感染者等情報把握・管理支援システム
（HER-SYS）入力データより作成 

①.令和 4 年 
第 24
第 27 週 
（報告数： 
12595 件） 

②.令和 4 年 
第 42
第 45 週 
（報告数： 
15233 件）

③.令和 5 年 
第 11
第 14 週 
（報告数： 
2059 件） 
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